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新型コロナウイルス（COVID-19）が世界中で感染拡大し、3月11日にパンデミック宣言がWHOよ

り出されました。国内でも徐々に感染が拡大しており、終息が見えない状況となっている中、

経鼻手術による感染拡大の危険性が報告されています。 

この状況を鑑み、日本涙道・涙液学会では「涙道診療における新型コロナウイルス感染症対策

ガイド」を作成しました。なお、本ガイドは日本涙道・涙液学会が推奨するものではあります

が、各施設での対応を制限するものではありません。各施設においては本ガイドを参考に最善

の対応をして診療を行うようお願いいたします。 

 

１．患者待合室の環境整備 

１）頻回な換気 

目安として1～2時間に一度、5～10分程度。 

 

２）患者間の間隔確保 

患者間に一定の間隔を確保する。季節性アレルギーの最盛期など混雑期で、患者の間隔確保が

困難な場合はインターネット呼び出し、番号制などを導入する。また、慢性疾患にはオンライ

ン診療も活用する。 

 

３）清拭 

手すりやドアノブ、椅子など不特定多数の人が触る部位をアルコールや0.05%次亜塩素酸ナトリ

ウムなどで頻回に清拭する。 

 

２．外来診療 

１）問診 

受付において、掲示板（図１）で新型コロナウイルス感染症の啓発を行うとともに、問診ある

いは問診表（表１）で急性上気道炎症状（発熱や咳、咽頭痛、倦怠感など）のある患者をトリ

アージするとともに新型コロナウイルス感染症の可能性を判断する。 

 

２）診察 

誰もが新型コロナウイルスを保有している可能性があることを考慮して、全ての患者の診療に

おいて、標準予防策であるサージカルマスクの着用、手指衛生を徹底する。 

 

３）検査・処置 

涙道診療における涙道洗浄、鼻処置によりエアロゾル感染を誘発する可能性が否定できない。

したがって、新型コロナウイルス感染が疑われる患者の処置においてはゴーグルやアイシール

ド、ガウンなど適切な個人防護具を装用し、細心の注意を払って実施する。 



３．涙道手術 

各施設の感染対策に従うことを原則としますが、  

待機手術ならば延期を強く推奨します。 医療スタッフを感染から守り、院内の水平感染を予防

するだけでなく、パンデミックの状況下で限られた医療資源をなるべく持続的に利用可能にす

るという観点からも、COVID-19 患者であるかどうかにかかわらず、原則手術は推奨しない。 

 

１）涙嚢鼻腔吻合術鼻内法については、不急の手術は延期とする。 

２）涙嚢鼻腔吻合術鼻外法について：吸引の際や、デブリッダー・ハイドロデブリッダー・ド 

リル・電気メス・超音波切開装置などの使用は「エアロゾルが発生しうる手技」であり、これ

による感染伝 播の可能性はないとは言い切れないため、原則延期とする。緊急性を要する場合

には、「エアロゾルが発生しうる手技」を必要最小限の使用にとどめ、ゴーグルやアイシール

ド、ガウンなど適切な個人防護具を装用し、細心の注意を払って実施する。 

３）涙管チューブ挿入術 

エアロゾル感染を誘発する可能性のある処置を極力避け、ゴーグルやアイシールド、ガウンな

ど適切な個人防護具を装用し、細心の注意を払って実施する。 
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